
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

〇教師アンケートで「『授業づくり１・２・３
vol.１＆２』を意識した授業実践を行っ
た」の割合を８０％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３  Vol.２」
を踏まえ、授業の中で、自分の考えを書
いたり、説明したりする活動をしくみ、児
童の考えを交流させる。

B

・「授業づくりのステップ１・２・３Vol.２」を活用した授業
実践が「十分できている」と答えた教師は１８．８％、「お
おむねできている」と答えた教師は８１．２％であった。
今後も分かりやすい授業実践を目指し取り組む。 B

・「授業づくりのステップ１・２・３Vol.２」を活用した授業
実践が「十分できている」と答えた教師は１１．８％、「お
おむねできている」と答えた教師は７６．５％であった。
今後も授業実践が高い水準の結果につながっていくよ
う努めていきたい。

B

・授業参観時の先生方の子どもたちに対する声かけが
いいと思う。教室に飾ってある子どもたちの作品等も素
晴らしい。
・学習状況調査の結果から算数はよいと思うが、国語
の書く力の育成に今後も力を入れてほしい。

・学力向上コーディネー
ター
・学習部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇児童アンケートで「相手がいやがるこ
とをしない、いわない」の達成率を８０％
以上

・人権集会を実施（人権標語に取り組
み）し、学級での振り返り指導を実施す
る。
・授業参観で、年１回「ふれあい道徳」を
実施し、地域や保護者に公開する。 A

・「相手がいやがることをしない、いわない」で肯定的な
回答をした児童は９４．３％であった。「できていない」児
童への指導支援を今後も継続していく。
・６月の授業参観で「ふれあい道徳」を実施し、保護者
とともに児童の道徳性を高めていくための時間をもつこ
とができた。
・１１月に人権集会を行い、標語を発表したり、人権に
係る読み聞かせをしたりしながら子どもたちの人権意
識を高める。

A

・「相手がいやがることをしない、いわない」で肯定的な
回答をした児童は９６．４％と、前回の結果をさらに２．
１％上回った。
・１１月に人権集会を人権に係る読み聞かせをしたり、
相手と接する際の言葉かけの在り方について話したり
して児童の人権意識を高めることができた。集会後も、
相手を傷つける言葉を言っていないか振り返らせたり、
言われて嬉しい言葉を掲示したりしながら継続して指
導がすることができた。

A

・集会や授業参観等において、いろいろな工夫を
凝らしながら取り組まれていることに感謝してい
る。
・相手のことを思う気持ちをこれからもさらに高め
ていってほしい。
・いじめが表に出ずに隠れている部分があるかも
しれないという心配はあるが、子どもたちがいつ
も笑顔であればと思っている。

・人権同和教育担当
・道徳主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について「組織的対応ができている」と
回答する教員の割合を８０％以上
〇児童アンケートで「学校が楽しい」と回
答する割合を８０％以上

・生活アンケートを行い、いじめや生徒
指導上の問題の早期発見、早期対応に
努める。いじめを覚知した場合は、すぐ
に校長をトップとしたいじめ対策委員会
を開き、組織で対応策を考え、児童に寄
り添った対応を図る。
・「学校が楽しくない」と答える児童がい
た場合は、しっかり寄り添い、少しでも楽
しく感じられるよう教育相談を充実させ
る。

B

・いじめの防止等について組織的対応が「十
分できている」と答えた教師は４７．１％、「お
おむねできている」と答えた教師は５２．９％で
あった。
・「学校が楽しい」と回答した児童は、１～３年
は８９．７％、４～６年は９２．７％であった。い
じめアンケートや、くらしのアンケートから、
「楽しくない」と回答した児童の困り感や友達
関係を注意深く見ていく必要がある。

A

・「学校は、いじめや生徒指導上の問題の早
期発見に努めていると思う」と回答した保護者
は「とても思う」が２０．９％、「思う」が７５．２％
であった。さらに安心してもらえるよう早期発
見、早期対応に努め、いじめ対策委員会を開
いて組織としての対応を行っていきたい。
・「学校が楽しい」と回答した児童は全校で８
９．４％であった。さらに「楽しい」が増えるよ
う、児童に寄り添った支援に努めていきたい。

A

・学校側は、子どもたちに寄り添うことができ
ていると思う。これからも問題が大きくならな
いうちに早期発見、早期対応に努めてほし
い。
・学習等も大切だが、小学校は子ども同士で
友だちをつくるところだと思う。コミュニケーショ
ンを上手にとって成長していってほしい。

・生徒指導主任（生活部）
・教頭

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・児童に対して「褒めて伸ばす」姿勢で
臨み、児童のよさを見つけた時には、そ
の都度言葉で表現して伝える。
・高齢者体験、手話体験、車椅子体験
等、体験活動を通して、将来の職業や
生き方に対する見方、考え方を学ばせ
る機会を設定する。

A

・「先生がよいところを褒めてくれている」につ
いて肯定的な回答をした児童は８３．９％で
あった。これからも児童に対して褒めて伸ば
す姿勢で臨んでいくようにする。
・「自分の夢や目標に向かって努力している」
について肯定的な回答をした児童は９５．９％
であった。

A

・「先生がよいところを褒めてくれている」につ
いて肯定的な回答をした児童は８４．７％と、
前回よりも０．８％伸びた。これからも「褒めて
伸ばす」をモットーに取り組んでいきたい。
・「自分の夢や目標に向かって努力している」
について、肯定的な回答をした児童は９４．
１％であった。

A

・どの先生方も子どもへの対応が丁寧であ
る。これからも「褒めて伸ばす」を続けてほし
い。
・子どもたちの「やる気」「楽しい」を引き出す
のは、先生方の力だと思う。
・目標を持つとやる気につながる。これからも
目標を持って取り組んでほしい。

・全職員
・総合的な学習主任
・特別活動主任（特活部）

◎志の高い子どもを育成するための教
育活動

〇学校全体で「あいさつ日本一」を掲
げ、学年に応じた日本一のあいさつを意
識させ、あいさつが「できている」と回答
する割合を８０％以上

・日ごろから「あいさつ日本一」を合言葉
にして生活をするよう奨励するとともに、
全校朝会などで定期的に「あいさつ」に
ついて振り返る機会を持ち、いつもあい
さつをしようとする意識を高める。

B

・元気のよい挨拶が「よくできている」と答えた
児童が５２．３％、「だいたいできている」と答
えた児童が４０．２％であった。今後も朝のあ
いさつ運動等を通して、進んで挨拶をしようと
する気持ちを育てるとともに、人と出会ったと
きに挨拶をする習慣を身に付けさせる。

B

・元気のよい挨拶が「よくできている」と答えた児
童が４９．４％、「だいたいできている」と答えた児
童が４０．０％であった。「あいさつの木」で挨拶に
対する意識付けを行ったり、挨拶運動に取り組ま
せたりしたことで、自発的に挨拶をする児童も見
られるようになってきたが、個人差があるため、こ
れからも人と出会ったときに挨拶をするように呼
びかけていきたい。

B

・少し恥ずかしがる子もいるが、手を振ってくれた
り、可愛い挨拶を受けたりした時には嬉しくなる。
・高学年になると恥ずかしいからか、挨拶がよくで
きない子がいる。
・挨拶をされると気持ちがよい。さらなる習慣付け
をお願いしたい。

・生徒指導主任（生活部）

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒８０％以上
○児童・保護者アンケートで「毎日朝ご
飯を食べている」の割合を９０％以上

・生活状況調査や食に関する意識調査
などを実施する。
・保健便りやアンケートを通して、朝食を
とることの大切さの理解と啓発を行う。

B

・「好き嫌いをせずに食事をしている」で、肯定
的な回答をした児童は８５．７％であった。
・毎日朝ご飯を食べている児童は、８９．１％
であった。
・好き嫌いをせずに食べることや朝食をとるこ
との意義を理解させ、望ましい食習慣をさらに
身に付けさせていきたい。

B

・「好き嫌いをせずに食事をしている」で、肯定的
な回答をした児童は８４．７％で、前回と同様に成
果目標を上回った。
・朝食の大切さについて、様々なお便りや掲示物
等で啓発を行ってきたが、児童の朝食喫食率に
ついての保護者の回答は７６％にとどまった。「毎
日朝ごはんを食べている」で、児童の８５．７％が
肯定的な回答をしていたが、保護者の回答とず
れがあり、これからも継続して啓発していく必要
がある。

B

・各家庭によって違いがあるとは思うが、子ど
もたちにはしっかりと食べるようにさせたい。
・朝ごはんは元気の源なので、毎朝食べるよ
うにさらに啓発をお願いしたい。

・保体部
・栄養教諭
・食育推進担当者
・保健主事

○安全に関する資質・能力の育成 ○防災教育を推進し、教師・児童のアン
ケートで「防災に対する意識が高まった」
と回答する児童８０％以上

・防災・減災課の出前講座を活用し、防
災に関する知識を深める。
・避難訓練や防災教室などを通して、安
全教育や防災教育について意識を高め
る。

A

・避難訓練や防災教室などを通して、安全や
防災について考えるようになった児童は９３．
７％、安全教育や防災教育について意識が高
まった教師は１００％であった。 A

・避難訓練や防災教室などを通して、安全や防災につ
いて考えるようになった児童は９０．６％、安全教育や
防災教育について意識が高まった教師は１００％で
あった。
・避難訓練では職員が準備した動画等で事前や事後
指導を行い、意識を高めることにつながった。今後は、
さらに実態に応じた準備をし効果を上げていきたい。

A

・今は、いろいろな学校行事等があり、時間の
確保も難しいとは思うが、これからも防災訓練
を続けていってほしい。
・災害は、いつ起こるかわからない。防災教育
をさらに進めてほしい。

・生活部
・指導教諭
・教頭

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日（金曜）を設定し、メリハリ
のある勤務形態とする。
・月ごとに在校時間集計を個別に配布
し、在校状況を可視化しながら時間外在
校等時間を削減していこうとする意識を
高める。

B

・超過勤務の削減を意識したメリハリのある勤務
が「十分できている」、「おおむねできている」と回
答した教師は７６．４％であった。
・今後もタイムカード等を活用し、集計結果から勤
務状況を把握し、超過勤務削減に向けた業務改
善を図っていく。

A

・超過勤務の削減を意識したメリハリのある勤
務が「十分できている」、「おおむねできてい
る」と回答した教師は８７．６％と、前回の回答
を１１．２％上回った。一人一人の超過勤務削
減に対する意識の高まりが見られた。

A

・先生方がよく努力されていることがわかる。
・仕事のメリハリは大切。先生方が健康で元気があって
こそ、子どもたちの指導ができることを忘れないで日々
過ごしてほしい。
・先生方が、仕事を持ち帰ってまでされていないか心配
な面もある。無理をされないでほしい。

教頭

○行事・会議の効率化 ○行事や会議の効率化を図り、児童と
向き合う時間を確保する。
〇教師アンケートで「行事や会議の効率
化により効果的な教育活動につながっ
た」の割合を８０％以上

・スズキ校務やフォーム（アンケート機
能）などICTの活用で業務の効率化を図
る。
・職員会議を２か月分一緒に提案するな
ど、会議の効率化を図る。 A

・「行事や会議の効率化により効果的な教育
活動につながった」と回答した教師は８７．
６％であった。
・スズキ校務やフォーム（アンケート機能）など
ICT活用により、業務の効率化ができてきてい
る。

A

・「行事や会議の効率化により効果的な教育活動
につながった」と回答した教師は８２．４％であっ
た。
・行事や活動を通した児童への効果がどのくらい
あるかを見極め、「削れるもの」と「削れないもの」
をさらに整理し、重点化した学校行事等を今後も
実施していきたい。

A

・行事等を見ていると、先生方の熱意が感じら
れる。
・効率のよい行事、会議、研修等の進め方の
工夫をこれからもお願いしたい。

・指導教諭
・教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇健康・体つくりの充実

〇継続的に運動に慣れ親しむ・健康に
対する意識の向上

・「スポーツチャレンジ」に１種目以上取
り組む学級を１００％にする。
・う歯治療率を５０％以上にする。

・「スポーツチャレンジ」強化月間を設
け、結果を定期的に公表し、掲示する。
・保健だよりで呼びかけたり、歯科校医
と連携しブラッシング指導を行ったりしな
がら、虫歯に対する意識を高める。

B

・スポーツチャレンジは、１１月以降に強化月
間を設ける計画を立てている。
・１０月現在でう歯治療率は３４．８％である。
１１月の「歯と口の健康教室」を実施し、冬休
み前に再度、保護者へ治療のお願いをする。

A

・「スポーツチャレンジに取り組むなど体力つくり
の充実を図った」と回答した教師は、８７．５％で
あった。
・う歯の治療を長期休業前などに呼びかけたこと
で、２月現在のう歯治療率が４３．５％まで向上し
た。今後も継続して呼びかけていきたい。

A

・今年度もコロナやインフルエンザ等が流行する
中での実践は、大変だったと思う。
・これからも体力の向上推進を進めていってほし
い。
・歯を守ることは、小さい時からの意識付けが大
切だと思う。

・体育主任（保体部）
・養護教諭

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上と一人ひ
とりの児童のニーズに応える教育の推
進

○特別支援に関する専門性が向上した
教員を８０％以上にする。

・「気になる子」に関する情報交換の場を
週１回設け、共通理解を図る。
・ケース会議や職員研修の場を設け、合
理的配慮に基づいた指導、インクルーシ
ブ教育の視点に立った環境を整える。

A

・職員連絡会で「気になる子」についての共通理
解の場をもつことができた。
・公認心理士やうれしの特別支援学校の巡回相
談等を通して、配慮が必要な児童への支援方法
を見出してきた。特別支援に関する専門性が向
上したと感じている教員は８８．２％であった。

B

・週に１回、職員連絡会で「気になる子」についての共
通理解の場を設け、共通理解を図りながら対応するこ
とができた。
・公認心理士やうれしの特別支援学校の巡回相談等を
通して、配慮が必要な児童への支援方法を見出してき
た。特別支援に関する専門性が向上したと感じている
教員は、前回と同様８８．２％であった。

A

・一人一人の子どもたちに対して、学校すべての先生
方が全力で向き合ってくださっていることに感謝してい
る。
・これからも子どもたちのために専門機関等とのつなが
りをもって取り組んでいただきたい。

・特別支援コーディネー
ター
・教育相談担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 武雄市立山内東小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・最終評価に向けて数値目標を向上させることができた。これからも数値目標以上となること目指していきたい。
・さらなる「学力の向上」と「心の教育の充実」を目指していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・最終評価にむけて数値目標を向上させることができたが、常に数値目標以上となるよう目指していきたい。

・さらなる「学力の向上」と「楽しい学校づくり」の実現を目指していきたい。

・新型コロナウイルス感染状況と働き方改革の視点から、今後の行事や活動の在り方を考えていきたい。

２　学校教育目標 ひるまず　がんばる　しき（志気）の高い児童の育成　～地域と共にある学校づくりを通して～

３　本年度の重点目標
①「あいさつ日本一」を目指すなど、目標に向かって努力する志の高い子どもを育成する。

②基礎基本を身につけさせる指導の徹底、ICTを利活用した効果的な実践、客観テストや調査結果をもとにした指導改善などを共有し、日々の授業改善につなげる。


